
わ
れ
農
民
に
過
ぎ
な
い
陳
勝
が
雇
い
主
（
あ
る
い
は
小

作
仲
間
と
も
）
に
将
来
自
身
が
富
貴
に
な
っ
た
際
の
処

遇
を
話
題
に
し
た
と
こ
ろ
、
全
く
相
手
に
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
対
し
て
当
該
成
語
が
発
せ
ら
れ
る
。
陳
勝
は

「
燕
雀
安
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
」
と
嘆
じ
、
血

統
と
い
う
既
成
概
念
か
ら
脱
せ
な
い
相
手
の
狭
量
を
批

判
す
る
。
言
葉
通
り
陳
勝
は
張
楚
王
の
地
位
に
就
く
が
、

ま
も
な
く
秦
の
攻
勢
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
る
。

　
『
韓
詩
外
伝
』
巻
六
に
よ
れ
ば
、「
鴻
鵠
」
は
一
挙
に

し
て
千
里
を
翔
る
「
オ
オ
ト
リ
」
を
指
し
、
こ
れ
は

『
孟
子
』、『
列
子
』、『
説
苑
』
な
ど
諸
書
に
も
見
ら
れ

る
。
以
下
に
漢
籍
に
お
け
る
当
該
成
語
の
用
例
を
確
認

す
る
。
ま
ず
、
史
書
類
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑴
卓
曰　

ク

、「
鴻
鵠
固　

ヨ
リ

 

有　
リ

二

遠
志
一、
但　

ダ

燕
雀
自　

ラ

不　
ル

レ

知　
ラ

耳　
ト

。」（『
三
国
志
』
魏
書
・
巻
六
「
董
卓
伝
」）

⑵
濬
曰　

ク

、「
陳
勝
有　

リ
レ

言
、
燕
雀
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン
ヤ
ト

二　

鴻
鵠
之 

志　
ヲ

一。」（『
晋
書
』
巻
四
十
二
「
王
濬
」）

⑶
操
曰　

ク

、「
燕
雀
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン二

鴻
鵠　

ノ

志　
ヲ

一

哉
。 

汝
既　

ニ

拿と
ら

―二

住　
ヘ
リ
　

我　
ヲ

一。
便　

チ

当　
ニ

　
シ
二

解　
キ

去　
リ
テ

 

請う
ク

一レ

賞　
ヲ

。
何　

ゾ

必　
ズ
シ
モ

　

多　
ク

問　
ハ
ン
ト。 

」（『
三

国
志
演
義
』
第
四
回
）

　

⑴
後
漢
末
期
、
権
力
を
握
っ
た
董
卓
が
か
つ
て
の
同

二　

漢
籍
に
お
け
る
「
燕
雀
鴻
鵠
」
用
例

　

当
該
成
語
は
青
雲
の
志
を
有
す
る
人
物
の
言
葉
で
あ

り
、
春
秋
に
富
む
高
校
生
に
向
け
て
紹
介
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
ツ
バ
メ
」
や
「
ス

ズ
メ
」
と
い
っ
た
「
小
鳥
の
類
（
小
人
物
）」
に
は
「
オ

オ
ト
リ
（
大
人
物
）」
の
持
つ
大
志
を
理
解
で
き
な
い

と
す
る
寓
言
を
引
き
な
が
ら
、
周
囲
か
ら
困
難
を
指
摘

さ
れ
て
も
自
身
が
大
望
を
持
ち
続
け
て
結
果
に
つ
な
げ

た
人
物
が
登
場
す
る
。
た
だ
、
必
ず
し
も
生
徒
に
な
じ

み
の
あ
る
故
事
成
語
と
は
言
え
な
い
。
典
拠
は
『
史
記
』

「
陳ち

ん

渉し
ょ
う

世せ

家い
か

」
や
『
漢
書
』「
陳
勝
項
籍
伝
」
の
中
に

見
え
る
陳
勝
が
仲
間
に
語
っ
た
発
言
の
一
節
で
あ
る
。

陳
勝
者は

、
陽
城　

ノ

人
也
。
字

あ
ざ
な
ハ

渉
。
呉
広
者
、
陽
夏　

ノ

人

也
。
字　

ハ

叔
。
陳
渉
少わ

か
キ

　

時
、
嘗か

つ
テ

与
レ
人
傭
耕　

ス
。
輟や

メ
テレ

耕　
ヲ

之ゆ
キ

二

壟
上　

ニ
一、
悵
恨　

ス
ル
コ
ト

　

 
久　

シ
ウ
シ
テ

レ　

之　
ヲ
曰　

ク
、「
苟

い
や
し
ク
モ

　

富
貴　

ト
ナ
ラ
バ
、　

無　
ケ
ン
ト

二 

相
忘　

ル
ル一。」
傭
者
笑　

ヒ
テ

 
而
応　

ヘ
テ

 
曰　

ク

、「
若な

ん
ぢ　

為な
ス

二

傭
耕　

ヲ
一。

何　
ゾ

富
貴　

ト
ナ
ラ
ン

　
　

也　
ト

。」
陳
渉
太
息　

シ
テ

 
曰　

ク

、「
嗟あ

乎あ

、
燕
雀

安　
ン
ゾ

 

知　
ラ
ン二

鴻
鵠
之
志　

ヲ
一

哉　
ト

。」（『
史
記
』「
陳
渉
世
家
」）

　

秦
末
期
、
史
上
初
の
農
民
蜂
起
「
陳
勝
・
呉
広
の

乱
」
に
よ
り
一
時
的
に
は
王
位
に
就
く
こ
と
に
な
る
陳

勝
若
き
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
冒
頭
に
紹
介
さ
れ
る
。
雇

一　

は
じ
め
に

　

一
口
に
故
事
成
語
と
言
っ
て
も
、
古
人
の
言
葉
を
忠

実
に
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
た
「
引
用
型
成
語
」
と
、
後

人
に
よ
り
故
事
の
概
要
に
名
称
が
付
け
ら
れ
た
と
お
ぼ

し
き
「
摘
要
型
成
語
」
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
に
は

「
先
づ
隗
よ
り
始
め
よ
」、「
奇
貨
居お

く
べ
し
」、「
苛
政

は
虎
よ
り
も
猛た

け

し
」
な
ど
が
あ
り
、
後
者
に
は
「
愚
公

山
を
移
す
」、「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」、「
臥
薪
嘗
胆
」

な
ど
が
あ
る
。
特
に
、「
引
用
型
成
語
」
は
、
あ
る
場

面
に
お
け
る
歴
史
上
の
一
人
物
の
発
言
の
一
部
を
切
り

取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
前
後
関
係
が
不
明
瞭
で
あ
れ
ば
、

故
事
の
全
貌
が
つ
か
み
に
く
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
先
人
た
ち
の
生
の
言
葉
に
は
日
常
語
に
埋
没

さ
れ
な
い
文
語
体
の
余
韻
が
漂
う
。
つ
ま
り
、
可
塑
性

の
乏
し
い
文
体
の
硬
質
性
が
あ
る
種
の
言
語
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
な
る
。
そ
も
そ
も
「
引
用
型
成
語
」
は

そ
の
受
容
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
故
事
成
語
「
燕
雀
安
知
鴻
鵠
之

志
哉
（
燕
雀
安
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
）」
を
取

り
あ
げ
て
言
語
的
側
面
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

楽
漢
的
「
燕
雀
鴻
鵠
」
考

―
「
引
用
型
」
故
事
成
語
の
受
容
に
着
目
し
て
―
　
狭
山
ヶ
丘
高
等
学
校
　
樋
口
　
敦
士
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⑦　

安
田
蛙あ

文ぶ
ん

『
雷な

る

神か
み

不
動
北
山
桜
』（
一
七
四
二
）

「
燕
雀
何
ん
ぞ
こ
う
こ
く
の
心
を
し
ら
ん
の
た
と
へ

を
打
く
ず
し
て
の
御
挨
拶
、
承
は
る
事
で
ご
ざ
る
」

⑧　

本
居
宣
長
「
谷
川
士こ

と

清す
が

宛
書
簡
」（
一
七
六
五
）

若　
シ

将は
タ

言　
ヘ
バ下

「
燕
雀
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン二

鴻
鵠
之
志　

ヲ
一

哉　
ト

上

」、
是　

レ
モ

 

亦　
タ

抗
顔
誇
世　

ナ
ル

 

者　
ノ

言　
ナ
ル

　

已の
み

。

⑨　

並
木
五
瓶
『
楼さ

ん

門も
ん

五ご

三さ
ん
の

桐き
り

』（
一
八
〇
〇
）

「
燕
雀
な
ん
ぞ
大
鵬
の
心
を
知
ら
ん
や
、
汝
等
が
鉾

先
を
以
て
、
此
宋
蘇
卿
を
突
止
め
ん
と
は
」

⑩　

滝り
ゅ
う

亭て
い

鯉り

丈じ
ょ
う

『
花
暦
八
笑
人
』（
一
八
二
〇
）

「
ナ
ン
ノ
又
の
た
り
出
る
ヨ
。
燕
雀
な
ん
ぞ
大
鵬
の
心
を

し
ら
ん
。
此
一
回
何な

ん

等ら

の
こ
と
を
言
出
ル
や
。
つ
ぎ

の
段
に
分と

き
わ
く
る説

を
ま
つ
て
知
れ
」

⑪　

滝
沢
馬
琴
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（
一
八
二
二
）

「
噫あ

な

咻が
ま

や
。
あ
な
が
ま
や
。
燕
雀
那な

ん

ぞ
大
鵬
の
志
を

知
る
よ
し
あ
ら
ん
。
管
領
は
い
と
貴
き
歟
」

　

そ
れ
ぞ
れ
①
・
②
・
④
は
陳
勝
の
故
事
、
③
は
野
中

兼
山
の
評
、
⑤
は
漢
詩
の
一
節
、
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
⑥

鬼
一
判
官
、
⑦
粂
寺
弾
正
、
⑧
不
遜
者
、
⑨
此
村
大
江

之
助
（
宋
蘇
卿
）、
⑩
卒
八
先
生
、
⑪
犬
山
道
節
な
ど
の

言
に
引
か
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
③
土
佐
の
執
政
野

中
兼
山
の
死
後
、
息
子
た
ち
が
僻
地
に
配
流
さ
れ
た
史

実
に
照
ら
し
た
評
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
兼
山
（
鴻
鵠
）」

の
大
志
を
理
解
せ
ず
そ
の
死
後
に
家
族
の
者
を
排
斥
し

た
周
囲
の
者
を
「
燕
雀
」
に
見
立
て
た
。
ま
た
、
⑤
文

人
服
部
南
郭
を
「
鴻
鵠
」
と
讃
え
た
も
の
も
あ
る
。
上

記
の
用
例
か
ら
は
「
い
づ
く
ん
ぞ
」
ば
か
り
で
は
な
く

「
な
ん
ぞ
」
が
用
い
ら
れ
た
り
、「
鴻
鵠
」
に
代
わ
り
「
大

時
代
の
『
玉
函
秘
抄
』、『
明
文
抄
』
に
「
燕
雀
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン二

鴻
鵠
之
志　

ヲ
一

哉
」、
戦
国
時
代
の
『
句
双
紙
』
に
「
燕
雀

何　
ゾ

知　
ラ
ン
ヤ

二 

鴻
鵠　

ノ

志　
ヲ

一

」
な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
、
漢
詩
文
に

も
平
安
初
期
の
賀か

陽や
の

豊と
よ

年と
し

「
寄　

ス
レ

言　
ヲ

燕
雀　

ノ

徒　

寧　
ン
ゾ

 

知　
ラ
ン
ヤ

二　

鴻
鵠　

ノ

路　
ヲ

一

」（『
凌
雲
集
』）、
戦
国
時
代
の
相
国
寺
西さ

い

笑し
ょ
う

承じ
ょ
う

兌た
い

「
鴻
鵠　

ノ

志
非　

ズ
二

燕
雀
之
知　

ニ
一

」（『
南
陽
稿
』）
な
ど

の
作
品
が
あ
る
。
さ
ら
に
下
っ
て
江
戸
時
代
に
な
る
と

多
く
の
書
籍
に
散
見
さ
れ
る
。

①　

宗
親
『
祇
園
物
語
』（
一
六
四
四
）

陳
渉
が
日
用
に
や
と
は
れ
し
時
に
、
富
貴
を
わ
す
れ

じ
と
申
け
る
を
、
わ
き
の
者
わ
ら
ひ
け
れ
ば
、「
燕

雀
な
ん
そ
鴻
鵠
の
心
さ
し
を
し
ら
ん
」
と
申
す
。
後

に
も
ろ
こ
し
に
隠
れ
な
き
人
に
な
れ
り
。

②　

浅
井
了
意
『
新
語
園
』（
一
六
八
二
）

史
記
ニ
陳
勝
カ
云
フ
「
燕
雀
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン二

鴻
鵠
之
志　

ヲ
一

哉　
ト

」

是
雀
ハ
短
尾
ノ
小
鳥
ナ
リ
。

③　

大お
お

高た
か

坂さ
か

芝し

山ざ
ん

『
南
学
伝
』（
一
六
九
一
）

以　
テ

レ

此　
ヲ

詆そ
し
ル
ハ

レ　

彼　
ヲ

所
謂
斥
鷃
笑　

ヒ
二

大
鵬　

ヲ
一、
燕
雀
不　

ル
レ

知　
ラ

二

鴻

鵠
之
志　

ヲ
一

者
也
。

④　

宮
川
道
達
『
訓く

ん

蒙も
う

故
事
要
言
』（
一
六
九
四
）

陳
渉
コ
レ
ヲ
聞
テ
大
ニ
嘆
息
シ
テ
曰
燕
ヤ
雀
ヅ
レ
ノ

者
ハ
鴻
鵠
ノ
如
キ
大
鳥
ノ
志
ヲ
知
ン
ヤ
ト
云
。

⑤　

宇
佐
美
灊し

ん

水す
い

『
蘐け

ん

園え
ん

録
稿
』（
一
七
三
一
）

燕
雀
一
枝　

ニ

安　
ン
ジ

  

鴻
鵠
思　

フ
二

大
沢　

ヲ
一

（
越
君
瑞
）

⑥　

江
島
其
磧
『
鬼
一
法
眼
虎
の
巻
』（
一
七
三
三
）

「
イ
ヤ
宏
才
な
る
奴
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
事
を
お
の

れ
に
教
へ
ら
れ
ふ
か
。
片
腹
い
た
し
、
燕
雀
な
ん
ぞ

鴻
鵠
の
心
を
知
ら
ん
。い
は
れ
ぬ
事
を
ぬ
か
さ
ふ
か
」

僚
皇
甫
嵩
に
尋
ね
た
場
面
で
あ
る
。
董
卓
は
自
身
を

「
鴻
鵠
」、
聞
き
手
（
皇
甫
嵩
）
を
「
燕
雀
」
に
た
と
え

て
、
自
身
の
大
志
を
お
ま
え
は
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
と
揶
揄
し
て
い
る
。
⑵
晋
の
武
将
王
濬
は
大
志
を
抱

き
、
自
邸
の
門
前
の
道
を
広
げ
て
大
き
な
武
具
へ
の
対

応
を
公
言
し
た
際
に
、
衆
人
か
ら
の
嘲
笑
を
受
け
た
こ

と
に
対
し
、
当
該
成
語
を
用
い
て
自
身
の
志
が
周
囲
に

理
解
さ
れ
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
⑶
専
権
を
振
る
う
董

卓
に
暗
殺
を
仕
掛
け
た
曹
操
が
事
破
れ
て
逃
亡
し
、
県

令
た
る
陳
宮
に
向
け
て
発
し
た
言
葉
で
あ
り
、
曹
操
も

自
身
を
「
鴻
鵠
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
い
ず
れ
の
用

例
に
も
当
該
成
語
は
登
場
人
物
の
会
話
文
中
に
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
当
該
成
語
が
話
し
言
葉
に

取
り
込
ま
れ
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
形
跡
が
窺
え
る
。

　

明
代
の
丘き

ゅ
う

瓊け
い

山ざ
ん

『
故
事
成
語
考
』
に
は
「
小
人
不　

ル
ヲレ

知　
ラ

二

君
子
之
心　

ヲ
一

曰　
フ

三

燕
雀
豈あ

ニ

知　
ラ
ン
ヤ
ト

二　

鴻
鵠　

ノ

志　
ヲ

一

」
と
注
さ

れ
る
。
漢
詩
文
に
は
「
不
レ

聞　
カ

三

燕
雀　

ノ

知　
ル
ヲ二

鴻
鵠　

ヲ
一

」（
曾
肇

「
二
賢
堂
」）、「
燕
雀
不
レ

知　
ラ

二

鴻
鵠　

ノ

志　
ヲ

一

」（
華
岳
「
悶

題
」）、「
燕
雀
豈　

ニ

知　
ラ
ン
ヤ

二 

鴻
鵠　

ヲ
一

」（
辛
棄
疾
「
破
陣
子
」）、

「
鴻
鵠
安　

ン
ゾ

 

与
二

燕
雀
一

同　
ジ
カ
ラ
ン
ヤ

　
　

」（
耶
律
楚
材
「
用
前
韻

感
事
」）、「
燕
雀
焉

い
づ
く
ン
ゾ

　

知　
ラ
ン
ヤ

二 

鴻
鵠　

ヲ
一

」（
張
野
「
念
奴

嬌
」）、「
燕
雀
未　

ダ
レ

知　
ラ

二

鴻
鵠　

ノ

志　
ヲ

一

」（
郭
諫
臣
「
贈
孔
曲

山
秀
才
」）
の
ほ
か
、
古
文
辞
派
王
世
貞
『
円
機
活
法  

韻
学
』「
燕
雀
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン
ヤ

二 

鴻
鵠　

ノ

志　
ヲ

一

」
に
も
若
干
の
異
同

が
見
ら
れ
、
定
型
語
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

和
書
に
お
け
る
「
燕
雀
鴻
鵠
」
用
例

　

当
該
成
語
は
、
平
安
時
代
の
『
世
俗
諺
文
』、
鎌
倉
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背
後
に
陳
勝
の
影
を
意
識
し
、
そ
の
格
調
を
備
え
る
べ

く
言
語
の
硬
質
性
に
期
待
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　
「
引
用
型
成
語
」
に
お
け
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

　
「
引
用
型
成
語
」
は
、
歴
史
上
の
人
物
の
発
言
を
切

り
取
っ
て
お
り
、
単
語
と
い
う
よ
り
は
一
つ
の
文
に
相

当
す
る
。
結
果
的
に
「
摘
要
型
成
語
」
に
比
べ
て
も
長

い
も
の
が
多
い
。
特
に
「
燕
雀
安
知
鴻
鵠
之
志
哉
」
は
、

訓
読
で
読
み
下
し
た
場
合
（
拗
音
・
促
音
を
一
音
に
含

ま
ず
）
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
24
音
節
に
も
な
る
。
以
下

に
、
他
の
「
引
用
型
成
語
」
を
い
く
つ
か
並
べ
た
い
。

・
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
（
12
音
節
）

・
唇
亡
び
て
歯
寒
し
（
12
音
節
）

・
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
（
14
音
節
）

・
過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
（
16
音
節
）

・
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
（
16
音
節
）

・
死
せ
る
諸
葛
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す
（
18
音
節
）

・
寧む

し

ろ
鶏
口
と
為
る
も
牛
後
と
為
る
無
か
れ（
20
音
節
）

　

右
の
例
と
比
べ
て
も
「
燕
雀
安
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知

ら
ん
や
」
は
か
な
り
の
長
さ
が
あ
り
、
一
息
に
言
い
切

る
こ
と
が
難
し
い
。
一
般
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
場
合
に
は
、
他
者
と
の
共
通
理
解
事
項
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
当
該
成
語
に
お
け
る
漢
文
訓
読

調
の
「
安
ん
ぞ
〜
知
ら
ん
や
」
の
文
体
は
日
常
生
活
の

中
で
独
特
の
響
き
を
も
っ
て
相
手
に
伝
わ
る
は
ず
で
あ

る
。
発
信
者
は
「
コ
ー
ド
（
文
法
規
則
）」
を
記
号
化

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
、
受
信
者
は
こ
れ
を
様
々

な
状
況
下
に
お
い
て
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
文
脈
）」
に

古
人
の
言
に
『
燕
雀
安
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
』

と
て
小
人
が
英
雄
の
心
事
を
解
し
得
ぬ
に
譬
へ
た
が

⑯　

岡
本
綺
堂
『
正
雪
の
二
代
目
』（
一
九
二
七
）

「
燕
雀
焉
ん
ぞ
大
鵬
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
知
ら
ん
と
は

こ
の
事
で
、
貴
様
た
ち
の
や
う
な
小
人
ば
ら
に
英
雄

豪
傑
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
が
判
る
と
思
ふ
か
」

　

こ
う
し
た
文
学
作
品
類
に
お
い
て
も
「
な
ん
ぞ
」
や

「
大
鵬
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
鴻
鵠
（
大

鵬
）」
は
一
人
称
に
限
ら
ず
、
聞
き
手
「
独
仙
」（
⑬
）

や
師
「
子
規
」（
⑭
）
の
よ
う
に
二
人
称
、
三
人
称
的

な
用
例
も
あ
る
。
ま
た
、
会
話
文
中
に
多
く
引
か
れ
る

た
め
、
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
た
状
況
が
窺
い
知
れ
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
当
該
成
語
の
受
容
状
況
を
俯
瞰
す

る
と
、
平
安
時
代
の
『
世
俗
諺
文
』
に
は
典
拠
通
り
の

「
燕
雀
安
知
鴻
鵠
之
志
哉
」
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
後
は

諸
書
に
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
「
い
づ

く
ん
ぞ
（
な
ん
ぞ
）〜
知
ら
ん
（
や
）」
の
フ
レ
ー
ム
は

崩
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
明
治
時
代
の
辞
書
類
に
は

原
典
に
即
し
た
訓
読
調
の
書
き
下
し
文
体
で
明
記
さ
れ
、

小
説
類
で
も
上
記
の
よ
う
な
反
語
形
が
多
く
用
い
ら
れ

た
。
明
治
以
降
に
は
典
拠
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
活
発
に
な
る
。
言
文
一
致
体
、
候
文
体
、
普

通
文
体
な
ど
各
種
文
体
が
混
在
し
た
明
治
三
十
年
代
に

は
文
体
意
識
が
闡
明
に
な
り
、
漢
文
訓
読
基
調
の
普
通

文
は
新
聞
や
官
報
な
ど
の
公
文
書
に
お
い
て
書
記
言
語

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
。
つ
ま
り
、「
引
用
型
成
語
」

の
口
調
が
忠
実
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
援
用
者

は
「
い
づ
く
ん
ぞ
（
な
ん
ぞ
）」
を
口
に
す
る
た
び
に
、

鵬
」
が
現
れ
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
（「
鵬
」
は
「
オ
オ

ト
リ
」
の
意
で
『
荘
子
』
内
篇
「
逍
遥
遊
」
に
見
え
る
）。

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
会
話
文
中
に
多
く
引
か
れ
、
話

し
言
葉
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
明
治
時
代
の
辞
書

類
に
は
、「
燕
雀
焉
ぞ
大
鵬
の
志
を
知
ら
ん
や
」（『
日

本
名
望
家
逸
事
』）、「
燕
雀
安
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ん
や
」

（『
俚り

諺げ
ん

辞じ

典て
ん

』）、「
燕
雀
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
鴻
鵠
ノ
志
ヲ
知

ラ
ン
」（『
諺
語
大
辞
典
』）、「
燕
雀
安
知
二

鴻
鵠
志
一

」

（『
故
事
熟
語
辞
典
』）、「
燕
雀
安
ン
ゾ
鴻
鵠
ノ
志
ヲ
知

ラ
ン
ヤ
」（『
故
事
成
語
大
辞
典
』）
と
記
載
さ
れ
、
基

本
的
に
反
語
形
「
安
ん
ぞ
〜
知
ら
ん
（
や
）」
に
寄
せ

ら
れ
た
状
況
が
窺
え
る
。
ま
た
、
文
学
作
品
の
用
例
に

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑫　

島
村
抱
月
『
新
美
辞
学
』（
一
九
〇
二
）

人
事
上
の
諷
刺
勧
誨
の
意
を
無
生
物
其
の
他
劣
等
な

る
物
の
動
作
に
寓
せ
し
む
る
の
比
喩
と
い
ふ
べ
し
。

例
へ
ば
「
鷽
鳩
を
以
て
大
鵬
を
咲わ

ら

ふ
」「
燕
雀
何
ぞ

鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
」
な
ど
い
へ
る
は
何い

づ

れ
も
小

人
が
君
子
の
心
を
得
知
ら
ざ
る
由
を
鳥
の
上
に
寓
言

せ
る
の
類
な
り
。

⑬　

夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
一
九
〇
六
）

「
燕
雀
焉
ん
ぞ
大
鵬
の
志
を
知
ら
ん
や
で
す
ね
」
と

寒
月
君
が
恐
れ
入
る
と
、
独
仙
君
は
左さ

様う

さ
と
云
は

ぬ
許ば

か

り
の
顔
付
で
話
を
進
め
る
。

⑭　

高
浜
虚
子
『
子
規
居
士
と
余
』（
一
九
一
二
）

鴻
鵠
の
志
は
燕
雀
の
知
る
所
に
あ
ら
ず
。
大
鵬
南
を

図
つ
て
徒い

た
づ

ら
に
鷦せ

う

鷯れ
う

に
笑
は
れ
ん
の
み
。

⑮　

新
渡
戸
稲
造
『
自
警
録
』（
一
九
一
六
）

エ
ン
ジ
ャ
ク
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
シ
ラ
ン
ヤ
コ
ー
コ
ク
ノ
シ
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で
は
な
く
、
そ
の
引
用
に
は
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
た
。

　

た
だ
し
、
諸
書
の
会
話
文
に
お
い
て
は
頻
繁
に
用
い

ら
れ
、「
い
づ
く
ん
ぞ
（
な
ん
ぞ
）〜
ん
や
」
と
そ
の
口

調
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
形
跡
も
見
受
け
ら
れ
る
。
文

体
意
識
が
顕
著
に
な
っ
た
近
代
以
降
は
そ
の
定
型
化
が

促
進
さ
れ
た
。
ま
た
、「
パ
ロ
ー
ル
」
の
中
に
「
エ
ク

リ
チ
ュ
ー
ル
」
が
取
り
込
ま
れ
た
用
例
と
し
て
見
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
現
在
、「
燕
雀
安
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志

を
知
ら
ん
や
」
を
会
話
文
で
使
用
す
る
生
徒
を
見
か
け

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
当
該
成
語
は
大
志
を
表

明
す
る
若
者
の
言
葉
で
あ
り
、
文
語
体
の
コ
ー
ド
を
身

に
つ
け
る
う
え
で
も
最
適
な
教
材
と
な
る
。

　

藤
原
定
家
は
和
歌
の
作
成
に
つ
い
て
「
詞こ

と
ば

は
古
き

を
慕
ひ
、
心
は
新
し
き
を
求
め
」（『
近
代
秀
歌
』）
と

述
べ
た
が
、
故
事
成
語
も
ま
た
コ
ー
ド
化
し
た
定
型
句

を
様
々
な
場
面
で
引
い
て
い
る
点
で
は
同
様
で
あ
る
。

日
常
生
活
の
中
で
「
引
用
型
成
語
」
使
用
の
際
に
は
常

に
言
葉
の
響
き
が
体
感
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
書
記
言

語
で
も
あ
っ
た
格
調
高
い
文
語
体
の
リ
ズ
ム
は
学
習
者

の
言
語
感
覚
の
涵
養
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
古
典

教
材
を
現
代
語
訳
で
は
な
く
、
あ
え
て
原
文
で
取
り
扱

う
意
義
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
年
度
か
ら
高
等
学
校
に
お
い
て
新
科
目
「
言
語
文

化
」
が
実
施
さ
れ
、
改
め
て
「
言
葉
が
も
つ
価
値
」
に

重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の

中
で
当
該
成
語
を
含
む
「
引
用
型
成
語
」
が
有
す
る
文

体
意
識
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
安
知
」
に
は
か
つ
て
は
「
い
づ
く
ん
ぞ
（
な
ん
ぞ
）

知
ら
ん
（
ど
う
し
て
知
っ
て
い
よ
う
か
、
い
や
知
ら
な

い
）」
と
読
む
反
語
形
表
現
が
定
型
の
熟
語
と
し
て
存

在
し
た
。
そ
の
漢
詩
用
例
に
は
「
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン

 

万
里
連
雲　

ノ

色
」（『
詩
語
解
』）、「
安　

ン
ゾ

 

知　
ラ
ン

 

千
里　

ノ

外  

不　
ル
コ
ト
ヲ

レ　

有　
ラ

二

雨　
ト

兼　
ヌ
ル一レ

風　
ヲ

」（『
詩
家
推
敲
』）
な
ど
が
あ
る
。

　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
発
表
さ
れ
た
太
宰
治

『
も
の
思
ふ
葦
』
に
は
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

い
づ
く
ん
ぞ
知
ら
ん
。
芥
川
は
こ
の
「
つ
ま
り
」

を
掴
み
た
く
て
血
ま
な
こ
に
な
つ
て
追
ひ
か
け
追

ひ
か
け
、
は
て
は
、
看
護
婦
、
子
守
娘
に
さ
へ

易
々
と
で
き
る
毒
薬
自
殺
を
し
て
し
ま
つ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
「
焉
ん
ぞ
知
ら
ん
、
敗
け
た
と
思
う

た
人
が
最
後
の
勝
利
者
た
る
こ
と
を
」（
新
渡
戸
稲
造

『
自
警
録
』）、「
い
づ
く
ん
ぞ
知
ら
ん
そ
の
懐
中
に
、
磨

ぎ
澄
ま
し
た
と
こ
ろ
の
釘
手
裏
剣
が
、
数
十
本
蔵
し
て

あ
ら
う
と
は
」（
国
枝
史
郎
『
名
人
地
獄
』）
な
ど
、
漢

文
訓
読
を
基
調
と
し
た
文
語
表
現
が
近
現
代
文
学
作
品

ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

※
バ
ル
ト
の
用
語
は
、
内
田
樹
『
街
場
の
文
体
論
』
も
参
照
し
た
。

五　

ま
と
め
と
し
て

　

本
稿
で
は
引
用
型
成
語
「
燕
雀
安
知
鴻
鵠
之
志
哉
」

に
つ
い
て
時
代
背
景
及
び
諸
書
の
用
例
を
確
認
し
た
。

現
在
で
は
当
該
成
語
は
一
般
的
に
「
燕
雀
安
ん
ぞ
鴻
鵠

の
志
を
知
ら
ん
や
」
が
常
套
句
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
和
漢
の
文
献
に
お
い
て
は
、
典
拠
に
お

け
る
陳
勝
の
言
葉
が
一
定
の
句
形
を
保
っ
て
い
た
わ
け

当
て
は
め
な
が
ら
読
み
取
る
こ
と
に
な
る
。

　

ロ※

ラ
ン
・
バ
ル
ト
は
、『
零
度
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
』

（
石
川
美
子
訳
）
に
お
い
て
「
言
語
（
ラ
ン
グ
）」、「
文

体
（
ス
テ
ィ
ル
）」、「
文
学
（
社
会
）
言
語
（
エ
ク
リ

チ
ュ
ー
ル
）」
を
種
別
し
て
い
る
。「
言
語
」
は
「
日
本

語
」
の
よ
う
な
言
語
体
系
、「
文
体
」
は
個
人
の
語

感
・
書
き
癖
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー

ル
」
は
歴
史
や
社
会
に
影
響
を
受
け
る
限
定
的
な
言
葉

遣
い
を
指
す
。「
言
語
」
と
「
文
体
」
は
対
象
で
あ
る

が
、「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
は
機
能
で
あ
り
、
歴
史
と

の
連
帯
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
文
語
体
を

用
い
た
「
引
用
型
成
語
」
も
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
の

一
つ
に
数
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
節
ま
で
の
用
例
か

ら
は
基
本
的
に
会
話
文
と
し
て
表
出
さ
れ
た
「
パ
ロ
ー

ル
（
発
話
行
為
）」
の
中
に
多
く
引
か
れ
た
が
、
こ
の

反
語
形
「
い
づ
く
ん
ぞ
（
な
ん
ぞ
）〜
ん
（
や
）」
の
文

体
は
援
用
者
に
よ
っ
て
意
識
的
に
用
い
ら
れ
た
状
況
が

窺
え
る
。
つ
ま
り
、
当
該
成
語
が
文
化
遺
産
の
ご
と
く

「
パ
ロ
ー
ル
」
に
取
り
込
ま
れ
て
人
口
に
膾
炙
し
た
の

も
、
聞
き
手
が
漢
文
脈
の
文
語
体
に
よ
る
硬
質
的
な
響

き
に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
先
掲
の
用
例
か
ら
は
「
い
づ
く
ん
ぞ
」
と

「
な
ん
ぞ
」
双
方
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
時
代
の
儒
者
伊
藤
東
涯
『
操そ

う

觚こ

字じ

訣け
つ

』
に
は
「
安

ヲ
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
、
ナ
ン
ゾ
ト
ヨ
ム
」、
禅
僧
釈
大
典
の

『
詩
語
解
』
に
は
「 

安 

何
也
。
二
字
音
通　

ジ

義
通　

ズ

。
比　

ス
レ
バ

レ　

何　
ニ

語
寛ゆ

る
シ

　

」
と
あ
り
、「
安
」
は
「
な
ん
ぞ
」
と
も
読
み

習
わ
し
て
い
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
該
成
語
に
お
け
る
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